


災害から命を守るため、知ってほしい備え

大雨や台風などによる洪水、大規模地震、それに伴う津波や土砂災害が発生した時、

「自分の身は自分で守る」ための事前の備えをしておきましょう。

市からの避難情報に則した行動をお願いします。

災害が発生する恐れのある場合、

市から警戒レベルに応じた避難情報を発令します。

必要に応じて避難所に避難するなどの

適切な行動をとりましょう。

暗くなってからの避難は危険を伴います。

できるだけ明るいうちに避難してください。

警戒
レベル 避難情報など 避難行動など

５
緊急

安全確保

何らかの災害がすでに発生してい

る可能性が極めて高い状況です。

命の危険が迫っているため直ちに

身の安全を確保してください。

～ 警戒レベル４までに必ず避難 ～

４ 避難指示
災害が想定されている区域では、

避難をしてください。

３
高齢者
等避難

災害が想定されている区域では、

高齢者以外の人も自ら避難の判断

をしてください。

２
大雨-洪水-
高潮注意報

防災マップ(ハザードマップ)により、

災害が想定されている区域や避難

先、避難経路を確認してください。

１
早期

注意情報

最新の防災気象情報などに留意する

など、災害への心構えを高めてくだ

さい。

すでに安全な避難ができず

命が危険な状況です。

警戒レベル5 緊急安全確保

の発令を待っていては

いけません。

警戒レベル4 避難指示で

危険な場所から全員避難

しましょう。

避難に時間がかかる高齢の

人や障がいのある人などは

警戒レベル3 高齢者等避難

で危険な場所から避難しま

しょう。



被害を少しでも小さくするためにできることをやっておこう。

地震から身を守るために日頃から備える

津波から身を守るために日頃から備える

●高いところ
に物を置か
ない

●ガラスには
飛散防止フィ
ルムを貼る

●転倒しないよう
うに家具を固定
する

●ベッドの下に
スリッパを置く

●地震保険に 加入しておく

●日常利用しながら備蓄する
（３～７日分）
（水、食料、簡易トイレ
など家族の状況に
応じたもの）

※オムツや離乳食、
ペットに関するも
のも備蓄する ●熱中症対策や

防寒対策を行う

●（車中泊などに備えて）
車のガソリンを満タンに
しておく

●消火器を準備する

●防災マップ（市防災サイト）
で避難場所や高台の位置、
避難経路を確認する

●すぐに避難できるよう非常持ち出し品
を準備する
                 （定期的に内容を

見直し、薬なども
準備する）

●地域で顔の見える関係づくりをする  地域の防災訓練への参加や、防災について学ぶ

引用：｢くまもとマイタイムラインガイドブック（地震・津波版）｣  熊本県知事公室危機管理防災課作成

●津波の到達時間の目安を知る

●家具の配置場所を
工夫し、家具は、な
るべく背の低いもの
にする

●家族と離れた時の
連絡方法を決める

●家を建てる時は
耐震化や液状化
対策を行う。

●住宅の耐震診断
や必要な補強を行う

普段からの心がけ 危険度と避難の場所やタイミングの確認

① 居住する場所が浸水想定区域や土砂災害警戒区域などに当たるかどうか、防災マップ
（市防災サイト）で、あらかじめ確認しておきましょう。

② 地域の避難場所の確認や非常用持出袋などの準備を行いましょう。

③ 防災マップを参考に、避難のタイミングを考えるための「マイタイムラインシート」
を作成し、自宅の目に付く場所に貼り出すなど、家族で確認を行いましょう。

ﾏｲﾀｲﾑﾗｲﾝｼｰﾄ

防災マップ

防災アプリ「＠Info 

Canal」ｱｯﾄｲﾝﾌｫｶﾅﾙを、

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝにｲﾝｽﾄｰﾙ

すると右の手順で確認

したい所の情報を見るこ

とができます！









校 区 福 祉 会 だ よ り １

ひとり暮らし交流会

千丁校区福祉会では、高齢者のひとり暮らしの方を対象とした交流会を実施しています。

今回は「二の丸」「八代新地」「西牟田下区」「新牟田三区」の4ヶ所で開催されました。

八代市第２地域包括支援センターより「転倒予防のために外出する事の大切さ」のテーマで

体操を交えての講話があり、その後銭太鼓、バイオリン演奏やギター演奏など楽しい催しがさ

れました。

参加された方はみんなと一緒にお弁当を食べながら、とても楽しそうに過ごされていました。

また来年も皆様にお会いできるのを楽しみにしています。

二
の
丸 

地
区
の
様
子

八
代
新
地

地
区
の
様
子

西
牟
田
下
区

地
区
の
様
子

新
牟
田
三
区

地
区
の
様
子



校 区 福 祉 会 だ よ り ２

千
丁
校
区

～ 

生
活
困
り
ご
と
ア
ン
ケ
ー
ト 

～

調
査
結
果

◆

調
査
時
期
：
令
和
７
年

７
月

◆ 

調
査
対
象
者
：
1

人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
見
守
り
対
象
者
（
１
０
０
人
）

◆

回
収
数
：
98

人
（
98

％
）
太
牟
田
27

、
吉
王
丸
７
、
新
牟
田
28

、
古
閑
出
36

人

世
帯
状
況

一人暮らし 92

夫婦二人暮らし 2

76歳以上の高齢者
を含む世帯

4

合計 98

年 

齢

90歳以上 16

85～８９歳 30

80歳～84歳 31

75歳～79歳 20

その他（71歳） 1

合計 98

問 A 

あなたの状況について、
あてはまるものに○をつけ
て下さい。

問 B 

家族や隣近所、介護保険サービス
による支援を除いて解決できていな
い困りごとはありますか？(複数回答） 
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必要な生活用品の調達…

洗濯

屋内の掃除

日常のゴミ出し

ゴミの分別

粗大ごみなどを出す

衣類の片付け

衣替え

ボタン付けなどの裁縫

自分で食事を作る

布団干し

家具の移動

冷暖房器具の出し入れ

電球の取り換え

墓掃除

窓ふき

家の草むしり

畑の管理

買い物に行く

銀行などに行く

通院する

公共機関の手続き

郵便物の投函

ペットの世話

「困っていること」の手助けが

必要になった時手助けをしても

らいたいですか？

手助け

が必要

47%
手助けは

必要ない

35%

無回答

18%

手助けが必要

手助けは必要ない

無回答

「手助けが必要」

と答えられた方に、

支援者は地区の人

が良い？地区外の

人が良い？

地区の人

がいい
46%

地区外の人がいい   4%

どちらでも

いい
48%

無回答  2%

「手助けが必要」

と答えられた方

地区の人がいい

地区外の人がいい

どちらでもいい

無回答

その他の困りごと

・高いところの不要物・目が見えづらい

・台風準備や片付け・植木の業者が分からない

・自動車免許返納後の受診にバスが通らない

・郵便物、書類を読めない、理解できない。



校 区 福 祉 会 だ よ り ３

問 C

ご近所や地域との交流について

参加してい

る, 46%参加してい

ない47%

無回答  

6%

している していない 無回答

地域の行事に参加しますか？

いきいきサロンに参加しますか？

参加している 

27%

参加していない,  

47%

無回答7%

サロン未設置 

18%

している していない 無回答 サロン未設置

問 D

プラチナネットワークについて

「プラチナネットワーク」をご存じですか？

「プラチナネットワーク」を利用したいですか？

知っている,  

50%知らない

35％

無回答 

15%

知っている 知らない 無回答

利用したい 

26%

現在は利用したい

と思わない  45%

無回答 29%

利用したい 現在は利用したいと思わない 無回答

地域の支え合いの仕組みを考えていくことを目的に、地域の１人暮らしの高齢者及び見守

り対象者の生活における困りごとなどについて調査を行いました。アンケートを実施して、

高齢者の困りごとを具体的に知ることができました。暮らしやすい地域にするために何がで

きるか？皆で考えてもらうきっかけになればと思います。

千丁校区福祉推進協議会では高齢者や障がいを持つ方のちょっと

した困りごとをシルバー人材センターの「プラチナネットワーク

（ワンコインサービス）」を利用して問題解決に取り組んでいます。



千
丁
中
学
校 

文
化
祭

令
和
７
年
度

10
月
10
日
、
千
丁
中
学
校
体
育
館
で
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
勇
往
邁
進
～
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
も
う
～
』
を
生
徒
会

テ
ー
マ
に
、執
行
部
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像
「
君
の
名
は
」
で
始
ま
り
、

後
は
順
番
に
、
生
徒
会
に
よ
る
「
え
っ
？
今
日
文
化
祭
？ 

～
執
行
部
の

日
常
」
、
１
年
生
は
「
邁
進
へ
の
第
一
歩
」
、
２
年
生
は
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル 

～
仕
事
の
流
儀
～
」
、
３
年
生
は
「
僕
と
私
の
未
来
会
議
」
と
進
め

ら
れ
、
高
学
年
ほ
ど
演
技
が
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
し
た
。

最
後
の
「
吹
奏
楽
部
演
奏
」
は
、
先
生
方
が
飛
び
入
り
で
参
加
さ
れ
、

生
徒
や
観
客
席
か
ら
歓
声
が
上
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
展
示
物
が
体
育
館
の
壁
に
も
掲
示
さ
れ
て
い
て
、
見
ど
こ
ろ
満
載
の

文
化
祭
で
し
た
。

体
験
ク
ル
ー
ズ
猫
の
島
『湯
島
』へ

9
月
27
日
、
「
千
丁
の
未
来
子
ど
も
会
」

が
企
画
し
た
上
天
草
市
の
離
島
「
湯
島
」
へ

の
体
験
ク
ル
ー
ズ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

八
代
内
港
か
ら
湯
島
へ
の
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
は
、
主
催
の
「
Ｎ
Ｐ
０
法
人
熊
本
県
海

難
救
助
隊
」
3
艇
の
船
に
参
加
者
22
名
が

乗
船
し
目
的
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

湯
島
で
は
地
元
の
公
民
館
を
借
り
、
上

天
草
市
か
ら
参
加
し
た
子
ど
も
達
と
一
緒

に
講
話
や
ク
イ
ズ
で
学
習
し
ま
し
た
。
そ

の
後
２
班
に
分
か
れ
て
、
地
元
漁
師
さ
ん

の
生
け
簀
で
「
エ
サ
や
り
」
、
海
岸
に
流

れ
着
い
て
で
き
た
シ
ー
グ
ラ
ス
を
使
っ
て
「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作

り
」
の
体
験
を
交
互
に
行
い
ま
し
た
。
食
事
の
あ
と
は
出
航
ま
で

自
由
行
動
と
な
り
、
湯
島
の
猫
と
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
、

島
で
の
体
験
を
満
喫
し
ま
し
た
。

八
代
へ
の
帰
る
途
中
「
天
草
リ
ゾ
ラ
テ
ラ
ス
」
で
休
憩
し
お
土

産
探
し
、
八
代
内
港
に
到
着
し
下
船
後
、
ク
ル
ー
ズ
主
催
の
海
難

救
助
隊
よ
り
「
海
上
航
海
訓
練
記
録
証
」
を
参
加
者
全
員
に
渡
さ

れ
、
予
定
さ
れ
た
体
験
ク
ル
ー
ズ
の
日
程
を
終
え
ま
し
た
。



7
月
28
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で
の
５

日
間
、西
牟
田
下
区
公
民
館
で
『
西
下

あ
け
ぼ
の
子
ど
も
会
』
を
対
象
と
し
た

「
夏
休
み
こ
ど
も
教
室
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。西
下
地
区
の
小
学
生
11
名
が

参
加
し
、宿
題
学
習
・読
み
聞
か
せ
・防

災
士
に
よ
る
「
ミ
ニ
防
災
講
座
」
・い
じ

め
等
に
つ
い
て
学
び
、そ
の
他
昔
遊
び
や

紙
芝
居
で
楽
し
み
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
交
流
会
を
開
催
し
、婦

人
会
、伝
統
文
化
保
存
会
、老
人
会
、保

護
者
達
大
人
30
名
も
加
わ
り
「
銭
太

鼓
」
の
披
露
と
レ
ッ
ス
ン
、ボ
ッ
チ
ャ
大
会
、

手
品
な
ど
が
行
わ
れ
、歓
声
と
笑
い
で
、

夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

６
月
19
日
千
丁
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
千
丁
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ―

で
、
千
丁
校
区

婦
人
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、

『
み
ょ
う
が
饅
頭
づ
く
り
』
を

体
験
し
ま
し
た
。

出
来
立
て
の
「
み
ょ
う
が
饅

頭
」
は
と
て
も
柔
ら
か
く
、
子

ど
も
た
ち
が
美
味
し
そ
う
に

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
る

姿
を
見
て
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

長
か
っ
た
夏
が
や
っ
と
終
わ
り
秋
ら
し
く
な
り

ま
し
た
。

こ
の
度
の
八
月
の
大
雨
で
被
害
に
あ
わ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
人
生
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。
今
ま
で
は

テ
レ
ビ
で
見
る
だ
け
の
こ
と
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、

色
々
な
災
害
の
被
災
者
の
方
の
気
持
ち
が
少
し
だ

け
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
は
今
年
五
月
よ
り
広
報
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
け
ど
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員

鈴
木

編

集

後

記

夏休み子ども教室（西牟田下区）

千丁幼稚園

の

食育活動

女相撲（二の丸女相撲保存会）神事

10
月
5
日
、二
の
丸
地
区
の
「
竜
神
社
」
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
例
祭
「
女
相
撲
」
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

竜
神
社
の
神
事
の
あ
と
、相
撲
取
り
に
扮
し

た
女
相
撲
取
り
た
ち
が
土
俵
に
登
場
。土
つ

き
（
ど
う
つ
き
）
、相
撲
甚
句
、力
士
紹
介
、横

綱
土
俵
入
り
、取
り
組
み
と
続
き
、最
後
は

弓
取
り
式
で
終
わ
り
ま
す
。

取
り
組
み
で
は
、相
撲
取
り
た
ち
の
表
情
や

動
き
で
歓
声
と
笑
い
が
起
こ
り
、観
客
た
ち

は
女
性
の
力
強
さ
と
楽
し
い
神
事
の
伝
承
を

み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


